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認めた(p<.01)。異時性多発癌でのメチル化の頻度は、原発胃癌(23%:13 例中 3 例)と同頻度であった。免疫組
織学的染色による p16 蛋白の発現は、メチル化陽性症例で陰性例に比べて有意に減弱しており、p16 メチル化
と蛋白発現減弱の間に有意な相関関係を認めた(p<.01)。以上より、残胃初発癌の発癌過程においてp16遺伝子
メチル化に伴う遺伝子発現減弱が関与しているものと考えられた。 
本論文は残胃初発癌においてp16遺伝子メチル化が発癌の一因子として関与していることをはじめて分子生
物学的に示したものであり、その病態解明に寄与するものと考えられる。従って、本研究は博士（医学）の学
位を授与されるに値するものと判定された。 
 
